
647

36.

611. 33

「ム ス カ リン」及 ビ「ア トロ ヒン」ノ胃粘膜

細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ニ及 ボ ス影響 ニ就 テ

岡山醫科大學解剖學敎室(主任上坂敎授)

井 上 留 雄

[昭和7年3月3日 受稿]

Uber die Einwirkung von Muskarin und Atropin auf den 
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Von

Tomeo Inoue.

Aus dem anatomischen Institute der Med. Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kosaka).

Eingegangen am 3. Marz 1932.

Der Verfasser injizierte bei Kaninchen verschiedene Dosen von Muskarin oder Atro

pin sulfat und totete die Tiere nach Verlauf verschiedener Zeiten, um die Veranderung 
des Golgischen Apparates in den verschiedenen Magenepithelzellen mit Hilfe der Cajal

schen Uransilbermethode zu untersuchen.

20 Minuten nach Injektion einer 0.01%igen Muskarinlosung ist der Befund wie folgt: 

Im Falle, wo die Injektionsmenge 20cc nicht uber wiegt, entwickelt sich der Apparat der 

Zylinderepithelzellen mit der gebrauchten Dosis immer besser, indem der Apparat aus 

anastomosierenden Faden besteht und sich als ein deutliches Netzwerk darstellt, welches 

oberhalb des Zellkerns kappenartig vorliegt. Dieser Zustand ist besonders am tieferen 

Abschnitt des Magengrubschens deutlich zu sehen.

Dasselbe gilt auch fur den Apparat der Hauptzellen, der bei starker Entwicklung 

oberhalb des Kerns den Zelleib vollig ausfullt. Anders verhalt sich die Sache, wenn man 

die Injektionsflussigkeit so viel wie 50cc braucht. In diesem Falle wird die Entwickelung 

des Apparates in den genannten Zellen stark gehemmt, indem der ganze Apparat in feine 

Kornchen zerfallt.

Im Fall, wo nur 20cc der Injektionsflussigkeit gebraucht worden ist, geht die Ent

wickelung des Apparates bis nach 2 Stunden weiter vor, nach 4 Stunden aber tritt der
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648　 井 上 留 雄

Apparat in den Hintergrund, indem er in feine Kornchen zerfallt. Wenn man eine 0.01

%igen Losung von Atropinsulfat injiziert, so zerfallt der Apparat in den Zylinderepithel

und Haptzellen in feine Kornchen und wird allmahlich undeutlich, um endlich ganz zu 

verschwinden. Gegen Atropin und Muscarin ist des Golgische Apparat in den Haupt

zellen des Drusenhalses am empfindlichsten, wahrend derselbe im oberen Abschnitt des 

Drusenkorpers den grossten Widerstand hat.

In den Belegzellen kann man keinen Apparat nachweisen, wahrscheinlich darauf 

zuruckzufuhren ist, dass sie Salzsaure enthalten. (kurze Inhaltsangabe).
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第1章　 緒 言

既時 ヨリGolgi氏 裝 置ニ關スル熱心ナル研究家ハ,漸 次 ソノ形態的變化ノ闡明スルニ從 ヒ,

更ニ從來全ク定説 ヲ缺 キ多大 ノ疑義 ヲ存 セシ該裝 置ノ意義竝 ニ之 ガ構成物質ノ解決ニ向ツテ最

善ノ努力ヲ傾注 シ,近 時ニ於テハ本裝置ガ細胞機能状態 ニヨリテ著明ニ且迅速 ニ變化 スルヲ認

メ,而 カモソノ變化ハ細胞ノ機能遂行 ニ當 リテ自動的ニ作用 シ,從 ツテ本裝置ハ生活細胞ノ須

要ナル一要素タルベ シトノ説ハ殆 ド疑義ナク一般ニ承認 セラルル所 トナレリ.

殊 ニ諸 種 ノ腺 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ハNegeri氏 以 來 多 數 ノ學 者 ノ 研 究 セ シ所 ニ シテ,ソ ノ分

泌機能ノ消長ニヨリ該裝置ノ位置及 ビ形態 ニ著明 ノ變化ヲ來 スハ是 レ本裝置ガ分泌物形成ニ關

與 スル 一器 官 ナ リ ト推 論 サル ル ニ至 レ リ.

消化管殊 ニ胃粘膜ノ諸細胞ハ種々ノ要約 ニヨリテ容易ニ而モ著明ニ,ソ ノ機能ニ影響ヲ蒙リ

直 チニ胃液分泌ノ增減ヲ招來 スルハ,既 ニ各方面ニ於テ證明サ レシ所 トス.即 チ「ムスカリン」

ハ迷走神經 ヲ刺戟 シテ胃腸運動 ノ增強及 ビ血管ノ擴張 ヲ來 ス ト共ニソノ腺分泌ヲ增加スルニ反

シ,「ア トロビン」ハ該神經 ニ麻痺的ニ作用 シテソノ蠕動ヲ減 ジ血管ヲ縮小セシメ腺分泌機能ノ

減退 ヲ來 スハ一般 ニ認 メラルル所ナ リ.

然ルニ胃粘膜諸細胞ノGolgi氏 裝置ニ關 シテハ1904年Golgi氏 ガソノ圓柱上皮細胞ニ於ヲ
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「ムスカ リン」及 ビ「ン トロピ ン」ノ胃粘膜細胞 ノGolgi氏 裝置 ニ及 ボス影響 ニ就テ　 649

又同 年Bergen氏 ガ主細 胞 ニ於 テ,之 ヲ發 見 セ シ以 來,數 氏 ノ研 究 ア リタ リ ト雖 モ,ソ ノ多 ク

ハ啻ニ形態學的研究ニ止 マリ,深 ク機能的研究 ニ及ベルモノ甚ダ尠ナク殊 ニ余 ノ寡聞未ダ 「ム

スカ リン」又 ハ「ア トロ ピ ン」ノ影 響 ニ ヨル該 裝 置 ノ變 化 ヲ檢 シ タル モ ノ ァル ヲ聞 カズ,依 テ余 ハ

「ム スカ リ ン」ヲ使 用 シテ迷走神 經 ヲ刺 戟 シ胃液 分泌 ノ增 加 ヲ來 セ ル 際 ニ 於 ケ ル胃 粘 膜 細 胞 ノ

Golgi氏 裝 置 ノ變 化 ヲ檢 スル ト同 時 ニ本劑 ト全 ク頡 頏作 用 ヲ有 ス ル「ア トロ ピン」注 射 後 ニ於 ケ

ル裝 置 ノ變 化 ヲ檢 シ,以 テ胃 粘膜 諸細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ機 能 ニ關 スル研 究 ノ一 助 トセ ン トセ

リ,是 レ本 實驗 ヲ施 行 セ シ所 以 ナ リ.

第2章　 文 獻

a) 圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置ニ關スル文獻

1) Golgi(1904)氏 ハArsensilbermethodeニ ヨ リ

犬,家 兎,豚,鼠 及 ビ蛙 等 ノ胃 ニ 就 テ檢 セ シモ,ソ

ノ業績 ノ報告 ハ只 ダ蛙 ノ,ソ レノ ミニ止 マレ リ.氏

ニ ヨ レバ蛙 ノ圓柱 上 皮細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ハ 吻 合 セ

ル絲 状物 ヨ リナ リ多 ク ハ稍 々完 全 ニ核 ヲ圍 繞 ス ル モ

2, 3,ノ 細 胞 ニ於 テ ハ核 ト細 胞 遊 離 縁 トノ間 ニ存 在 セ

ル ヲ見 ル.

然 レ ドモ ソノ細胞 ガ粘 液 ノ充 盈 ニ ヨ リテ 變 化 ヲ蒙

ル ニ從 ヒ,該 裝 置 ノ位置 ハ益 々深 部 トナ ル ニ ヨ リ恐

ラク,本 裝 置 ト細胞 機 能 トノ間 ニハ 一 定 ノ關 係 アル

モノナ ル ベ シ ト言 ヘ リ.

2) Agata(1910)氏 ハ 同一 ノ方法 ニテ 健全 ナル蠑

〓 ノ胃圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝 置 ヲ檢 シ裝置 ハ核

ノ上方ニ存在 シソノ上半分 ヲ包ムモ,之 ニ器械的侵

害ヲ加 フル トキハ核 ノ下方 ニ移轉 シ突起 ヲ以テ核 ノ

下半分ヲ被包 シ恰モ籠状 ヲ呈 スルニ至 ル.而 シテ此

變化 ヲ遂ル間 ニハ各種 ノ移行像 ヲ認 ム ト.

3) Kolster(1913)氏 ハArsensilber-及 ビUransil

bermethodeヲ 用 ヒテ 家兎 ノ 胃 圓 柱 上皮 細 胞 ヲ 檢 セ

シニ,本 裝 置 ハ核 ト細 胞 上縁 ト ノ間 ニ於 テ 隨 處 ニ存

在 スル モ細胞 上縁 ノ發育 良 好 ナ ル ニ從 ヒ益 々 深 在 セ

ル ヲ見 ル.而 シテ一 般 ニ橢 圓形 乃 至 兩凹 面 形 ヲ呈 ス

ト.

4) Corti氏 ニ據 レバ,鼠 ノ 胃 圓 柱 上 皮 細 胞 ノ

Golgi氏 裝 置 ハGolgi氏 ガ蛙 ノモ ノ ニ於 テ 記 載 セ ル

ト同 樣 ノ状 態 ヲ呈 ス ト.

5) Kopsch(1926)氏 ハ 同氏法ニ ヨ リ人胃 ノ圓柱

上皮細胞 ヲ檢 セ シニ,ソ ノGolgi氏 裝置ハ核 ト細胞

上縁 トノ間ニ存在 シ,細 胞 上部 ニ粘液 ノ充盈 スル度

ニ從 ヒ,ソ ノ位置及 ビ形態 ニ變 化 ヲ顯 ハス ヲ見 タ

リ.即 チ粘液少量 ナル トキハ裝 置ハ細胞 ノ上部 ニ位

シ周知 ノ状 ヲ呈 ス ト雖 モBergen氏 ノ説 ノ如 ク細胞

内 ノ粘 液粒 ガ先ヅ細胞 ノ上部 ニ現 出 シ漸 次增 量スル

トキハ本裝置 ハ 次第 ニ下 方ニ壓排 サルルニ至 ル ト.

6) 田中(1928)氏 ハ家兎 ノ胃 圓桂上皮細胞 ニ於テ

花冠状 ノGolgi氏 裝置 ヲ核 ノ上方 ニ認 メタ リ.

7) 白坂(1930)氏 ハKCl, CaCl2或 ハMg, So4ヲ 内

服 セ シメ タ ル家 兎 ノ胃 底 部 ヲCajal氏 法 ニテ 檢 セ シ

ニ圓 柱 上 皮 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ハKClノ 場 合 ニ於 テ

ハ核 ノ上 方 ニ小 毬 状 ヲナ シテ 存 在 シ ソノ一 部 ハ 崩 潰

シ小 桿 状 又 ハ 小 顆 粒 状 物 ニ分 解 シ終 ニ消 失 スル ヲ見

タ リ.之 ニ反 シCaCl2ノ 場 合 ニ於 テ ハ 裝 置 ノ發 育 著

シ ク佳 良 トナ リ核 ノ上 端 ニ帽 子 状 ニ接 着 シ大 絲 毬 状

物 トナ ツテ 顯 出 セル ヲ認 ム.又Mg, So4ニ テ ハ 始 メ

ハCaCl2ノ 場 合 ノ如 ク,後 ニ ハKClノ トキ ノ如 キ變

化 ヲ呈 ス ト.

b) 主 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ニ關 スル文 獻
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1) Bergen(1904)氏 ハOsmium法 ニ ヨ リ猫 ノ主

細 胞 ヲ檢 セ シ ニGolgi氏 裝 置 ハ極 ク少 數 ノ細 胞 ニ 於

テ ノ ミ核 ノ上 方 ニ 現 出 セ ル ヲ見 タ リ此 者 ハ 殆 ド吻 合

又 ハ分 岐 セ ザ ル小 絲 状 物 トナ リテ 現 ハ レ或 ハ 顆 粒 状

物 トナ リテ 原形 質 線 條(Protoplasmastreifen)ニ 沿 フ

テ空 泡 間 ニ存 在 ス ト.

2) Golgi(1904)氏 モ種 々 ノ 動 物 ニ 於 テ 胃 底 腺 主

細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ヲ同 氏 ノ方 法 ニ ヨ リテ 檢 セ シニ,

多 ク ノ場 合 ニハ腺 ノ方 向 ニ於 テ核 ノ上 部 ニ之 ヲ認 メ

タ リキ.

3) Kolster(1913)氏 ハArsensilber-及 ビUransil

bermethodeニ テ 家 兎 ノ 胃底 腺 ヲ檢 セ シニ 其 初 部 ニ

ア ル 主 細胞 ノGolgi氏 裝 置 ハ網 状 ニ 結 合 セ ル 絲 状 物

ヨ リナ リ核 ト細胞 遊 離 縁 ト ノ 間 ニ 存 在 ス ル ヲ見 タ

リ.

4) Kopsch(1926)氏 ハ 同氏 法 ニ ヨ リ人 ノ胃 底 腺

ヲ檢 セシニ,ソ ノ主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ強絲ヨ リ

ナ レル網 状物 トナ ツテ顯ル 核 ヨ リ上方 ニ存在シ,

比較的大ナル網 眼 ヲ有 スル モ細胞 上部中 ニ粘液 ヲ充

滿 スル トキハ該裝 置 ハ粘液 ト核 トノ間 ニ存在 スト.

5) 田 中(1928)氏 ニ據レバ家兎 ノ胃底腺主細胞 ノ

Golgi氏 裝 置 ハ一般 ニ核 ヨ リ上方 ニ存在 シ,網眼中ニ

空泡 又ハ分泌顆粒 ヲ認 ムルモ ソノ位置及 ビ形態ハ細

胞機能 ノ時期 ニ從 テ變化 ス ト.

6) 白坂(1930)氏 ハ前記 ノ方法 ニテ胃底腺主細胞

ヲ檢 セ シニソノGolgi氏 裝 置ハKClヲ 投與 スレバ先

ヅ小桿状又ハ小顆粒状 ニ崩壞 シ散亂 シテ遂 ニ消失ス

ルモ ノニ シテ此變化 ハ先 ヅ腺頸部ニ始マ リ逐 次腺底

部 ニ及 ブ. CaCl2ノ 場合 ニハ裝置ハ一般 ニ發育良好ニ

シテ殊 ニ腺底部 ニ著明 ニ出現 ス.而 シテ吻合セル小

絲 ヨ リナ リ密 ナル網工 ヲ形成 シ網眼 内ニハ空泡 ヲ有

スルヲ見 タリキ.

c) 被 覆細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ニ關 スル 文獻

1) Kopsoh氏 ハ1926年Kopsch-Kolatochev氏 法

ニ ヨ リ人 ノ胃底 腺 ヲ檢 セ シガ被 覆 細 胞 内 ニGolgi氏

網 裝 置 ヲ認 ム ル コ ト甚 ダ 稀 ニシ テ唯 ダ 固 定組 織 片 ノ

周 邊 部 ニ ア ル腺 ノ被 覆 細 胞 内 ニ 於 テ 之 ヲ認 メ 々リ.

該 裝 置 ハ核 ヲ圍繞 シ狹 小 ナ ル 網 眼 ヲ 有 シ 灰 色 ヲ呈

ス.而 シテ之 ヲ構 成 セ ル絲 状物 ハ他 ノ細 胞 内 ニ見 ラ

ル ル モ ノ トハ 著 シキ差 異 ア リ.極 ク小 ナ ル顆 粒 物 ヨ

リナ リ全 體 ノ像 ハ分 泌 毛 細 管 ノ モ ノ ト一 致 セ リ ト.

固定組織片 ノ内部 ニ存在 スル細胞 内ニ於テハ唯 ダ

空虚 ナル分泌毛細管 ヲ見 ルノ ミニシテ ソノ位置 及ビ

排列 ノ状 ハ前記周邊部 ニ見 ル網 工 ト一致 セリ.即 チ

被覆細胞内 ニ現ハルル黑 色 ノ物質 ハ細胞内分泌毛細

管(Binnenzellige Sekret-Kanalchen)ニ 該當 スルモ

ノニ シテ即 チ組織 片 ノ表 層部ハ固定液 ガ速 カニ且強

ク作用 スル タメ分泌毛 細管ハ「オス ミウム」酸 ニヨ リ

テ染色 サレ タルモ ノナル ベシ.然 レドモ被覆細胞内

Golgi氏 網裝 置 ノ有無 ニ就テ ハ尚 ホ今後 研究 ヲ要ス

ト結 論 セ リ.

2) Golgi氏 ハ1909年 同 氏 ノArsensilber法 ヲ使

用 シテ 諸 種 ノ動 物 ノ胃腺 ニ 就 テ詳 細 ナ ル研 究 ヲ行 ヘ

ル モ ソ ノ圓 柱 上 皮 及 ビ主 細胞 内 ニハ 著 明 ナ ル網 裝 置

ヲ認 ム ル ニ反 シ,被 覆 細胞 内 ニハ 全 ク 之 ヲ缺 ク ト.

3) Kolster氏 ハ1913年Golgi及 ビCajal氏 法 ヲ

用 ヒテ家兎 ニ實 驗 シ胃底腺 ノ初部 ニ存在スル被覆細

胞 内 ニハ核 ヲ圍繞 スル粗大 ナル網 ヲ認 メ之構成スル

絲状 物ハ深黑色 ニシテ平 等 ノ太 サヲ有セズ所々ニ殊

ニソノ交叉 部 ニ於 テ連珠状 ノ肥厚部 アリ.又 ソノ綱

眼ハ不規則 ニ シテ種 々 ノ廣 サヲ有 セ リ.而 シテ細胞

ノ周邊部 ニハ常 ニ之 ヲ缺 クガ故 ニ分 泌小管 ト見做ス

能 ハズ,例 外 トシテ核 ニ接 スルモノアリト.

又腺 ノ深部 ニ存在 スル被覆細胞内 ニハ上記 ノモノ

トハ全 ク異 ナル網 ヲ見 ル.灰 色時 トシテ黑色 ヲ帶 ビ

之 ヲ構成 セル絲状物ハ粗大 ナラズシテ平等 ノ太サヲ

有 スル微細 ナル顆粒物 ヨ リナ リ網眼 モ殆 ド同大ニシ
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テ規則正シク且甚ダ小ナ リ.而 シテ細胞 ノ周 邊部 ニ

存在 スレドモ表面 ト連 接スル モノナ ク又核 ト接セル

モノヲ證明 セズ ト言 ヘ リ.

4) 田中氏ハ1928年 家兎 ノ胃底 腺 ニ於 テ 主細胞

ト被覆細胞 トノGogi氏 裝置 ハ ソノ構 造上特 ニ差異

ヲ認 メズシテ共 ニ核 ノ上方 ニ存 在 シ分泌顆粒存在 ス

ルトキハ網裝置ハ網眼内 ニ空 泡ヲ充 タシ管腔 ニ接 ス

ルヲ見 ル.尚 ホ胃 ノ機能状態 ニ ヨリソノ形態及 ビ位

置 ニ著 明 ノ變 化 ヲ現 ハ ス ト言 ヘ リ.

5) Bergen氏 ハ1904年 「オ スミウム」酸法 ニヨリ

テ猫 ノ胃内 ニ於テ主細胞 内 ニハ微細ナ ル絲状物及 ビ

顆 粒状 物質 ヨ リ成 ルGolgi氏 網裝 置 ヲ認 ムル モ被覆

細胞 内ニハ總 テ全 ク之ヲ證明 セズ ト言ヘ リ.

6) 白坂氏1929年 諸種 ノ實 驗 ノ結果,被 覆細胞 内

ニ本裝置 ヲ認 メザルハ該細胞 ガ常 ニ多少 鹽酸 ヲ含有

スルニ起 因スベキモ ノナル コ トヲ立證 セ リ.

第3章　 實驗材料竝ニ實驗方法

實驗動物 トシテ ハ 體重約2000g内 外 ノ白色家兎

ヲ約1週 間豆 腐糟 ヲ以テ飼養 シ,ソ ノ中 ノ健康 ナル

モノヲ使用セ リ.

實 驗方法　 家 兎 ヲ一 定 時間 饑 餓 セ シメ タル後 之 ヲ

2群 ニ分 チ ソ ノ1群 ニハ 體 重1kgニ 對 シ濾 過 加 温 セ

ル0.01%ノ 「ム ス カ リ ン」水 溶 液5cc, 10cc, 20cc,

及 ビ50cc宛 ノ割 ニ,他 群 ニ ハ同 樣 ニ操 作 セ ル0.01%

ノ硫酸 「ア トロピ ン」水 溶液 ヲ5cc, 10cc及 ビ20cc,

 50ccノ 割 ニ ソ ノ皮 下 ニ 注 射 シ,各 群共 注 射 後20分

間 ヲ經 テ 總 テ空 氣 栓塞 ニ ヨ リテ 之 ヲ屠 殺 シ當 藥 劑 ノ

種 々ノ量 ニ由 テ 起 ル胃 細胞Golgi氏 裝 置 ノ變 化 ヲ檢

セリ.

更 ニ可 檢 藥 劑 ノ注 射 後 ニ於 ケ ル 時 間 的 影響 ヲ檢 セ

ン トシ テ,一 方 ニ於 テ ハ前 記 ノ「ム ス カ リ ン」水 溶 液

ヲ家 兎 ノ體 重1kgニ ツキ20ccヲ,又 他 方 ニ於 テ ハ

前 記 硫 酸 「ア ト ロピ ン」水 溶 液 ノ同 量 ヲ ソ ノ皮 下 ニ 注

射 シ, 10分, 30分,1時 間 及 ビ2時 間 ノ各 時 間 ヲ經

過 セル 後 動 物 ヲ空 氣栓 塞 ニ ヨ リテ 屠 殺 セ リ.

而 シテ 何 レモ可 及 的 速 カ ニ胃 底 部 ノ同 一 部 位 ヨ リ

略 ボ司 大 ノ小 片 ヲ切 取 シテ, Cajal氏 法 ニ ヨ リテ處 置

シ タル後, 5μ 厚 ノParaflin切 片 ヲ作 製 セ リ.又 他 ノ

1片 ヨ リ造 レ ル 切 片 ハEosin-Haematoxylin重 複 染

色 ニテ 檢 セ リ.而 シテ 之 等 標 本 ハ 皆 無 處 置 健康 ノ家

兎 ノモ ノ ト比 較 調 査 セ シハ 勿 論 ナ リ トス.

第4章　 實 驗(A)

本實驗ハ該藥物 ノ量的影響 ヲ檢 セ ン爲 メ注射量 ヲ

種々ニ加減 シ施行セ シモ ノニシテ動物 ハ總テ注射後

20分 ヲ經 過 シ テ屠 殺 シタ リキ.

第1節　 「ムスカ リン」注射試驗

1) 「ム スカ リン」液5ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ胃底 腺 細 胞 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ多 數 ノ吻 合セル小

絲ヨリ不規則ナル網眼 ヲ有ス ル密網 ヲ形成 シ,屡 々

絲毬状 ヲナセ リ.裝 置 ノ上端ハ崩壞 セ ラレテ小顆粒

トナ リ,此 者ハ細胞上縁 ニ近ヅ クニ從 ヒ漸次微細粒

子 ニ分裂 ス,從 ツテ細胞 ノ遊離端 ニ於テハ只極 ク微

細ナル點状 ノ黑色粒子 ヲ認ム.而 シテ裝置ハ一般 ニ

胃小窩 ノ深部 ニ至 ルニ從 ヒ著明 ニ出現 シ之ニ反 シ粘

膜 ノ表 面 ニアル細胞 ニ於テハ完全 ナルモ ノナ クシテ

只少數 ノ細胞 ニ於テ ソノ上縁 ニ近 キ部 ニ〓 ニ微細 粒

子 ヲ見 ル ニ過 ギザ リキ.

主細 胞　腺 基底部 ニアル主細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ

比較的粗大 ナル小絲 ヨ リナ リ吻合 シテ,不 規則 ノ大
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ナル網眼 ヲ有 スル綱 ヲ形成 シ核 ト腺腔 トノ間 ニ於テ

核 ニ近 ク,花 冠状 ヲナシテ存在 ス,之 ニ反 シ腺 頸部

ニアル主細胞 ノ裝置ハ比較的幽微 ニシテ多 クハ長絲

状又ハ桿状 ヲ呈 シ複雜 ナル吻合 ヲナスモノ少 ナシ.

被覆細胞 ニ於テ ハ全 ク本裝置 ヲ證 明セズ.

2) 「ム ス カ リ ン」水 溶 液10ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ 胃底 腺 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱 上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ前實驗 ニ於 ケルガ

如 ク,部 位ニヨ リテ甚 ダ シキ差異 ヲ呈 スト雖モ,一

般 ニ ソノ發育 甚ダ良 好ナ リ,粘 膜 表面 ニ近 ク存 在セ

ル細胞 ニテハ極 メテ小 ナル網眼 ヲ有 スル幽微 ノ裝 置

ヲ認 ムル コ トア レ ドモ,多 クハ大小種 々 ノ多 數 ノ顆

粒 ヨ リナ リ核 ノ上 方ヨ リ細胞上 縁ニ近キ部マデ蔓延

セ リ,然 レドモ腺 ノ深部 ニアル細胞 ニテハ椅子状 ヲ

ナシテ核 ノ上 端ニ附着 シ吻合セル粗大 ノ絲状物 ヨ リ

ナ リ不規 則 ノ廣眼 ヲヲ有 スル網工 ヲ形成セ リ.而 シ

テ裝 置 ノ此主部 ト細胞上縁 トノ間ニハ崩壞 ニヨ リテ

生 ジタル多數 ノ大小種々 ノ粒子 ヲ認 ム.之 等ハ逐 次

微 細顆粒 ニ崩壞 セ ラ レツ ツ漸 次腺腔 内ニ出 デ消失

ス.

主細胞　 腺頸部 ノ主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ一般ニ

發育微弱 ニシテ時ニ小 絲 ノ吻合 ニヨ リテナル不規則

ノ狹眼 ノ小網 ヲ形成 スル コ トアレ ドモ,多 クハ迂曲

セル小絲状物又ハ小顆粒 物 トナ ツテ顯 ハル.

然ル ニ腺底 ニ近ヅク ニ從 ヒ,ソ ノ發育甚ダ良好 ト

ナ リ,小 絲 ハ增 加增 大 シ互ニ纒 絡吻合 シ不規則 ノ廣

眼 ヲ有 スル著明 ノ網 工 ヲ形成 セ リ.時 ニ核 ノ上部ニ

ノミ局在 スル コ トアレ ドモ,多 クハ細胞體 ノ全部ニ

蔓延セ リ,腺 腔 ニ近接 セル部分 ニハ屡 々固有 ノ裝置

ヨ リ崩壞分離 セル小顆粒 ヲ認 ム.

被覆細胞内 ニ於 テ ハ 全 クGolgi氏 裝置ラ證證セ

ズ.

3) 「ムス カ リン」液20ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ胃底 腺Golgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ著 シク發育 シ吻 合

經絡 セル粗 大ナル長絲 ヨリナ リ不規則 ノ狹眼 ヲ有 セ

ル網工 ヲ形成 セ リ.而 シテ多 クハ核 ヨ リ上方 ニ存在

スレ ドモ屡 々裝 置 ノ一端ハ核 ノ中央部迄延長 シ加之

時 ニ核 ヨ リ下 方ニ於 テモ裝置 ノ小絲 又ハ小粒子 ヲ認

ムル コ トア リ,然 レドモコ ノ部 ニ於テハ完全 ナル網

ヲ見 ズ.但 極 ク表在性 ノ細胞 ニ於 テハ裝置 ノ發育 不

良 ニシテ多 クハ所 々ニ微細 ナル顆粒状物 ヲ認 ムルニ

過 ギズ.

主細 胞　 本例 ニテハ裝置 ハ腺頸部 ノ細胞 ニ於 テモ

稍 々著明 ニ發育 シ殊 ニ腺底部 ニテ ハ複雜 ナル吻 合ヲ

營 メル多數 ノ小絲 ヨリナ リ正然 タル廣眼 ノ大絲毬状

物 ヲ形成 セ リ.而 シテ總テ核 ノ直上部 ニ存在 シ,裝

置 ノ一部ハ崩壞 シ多 數 ノ小顆粒 トナル ヲ認 ム.

腺體 部 ノ初 部 ノアル主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ腺頸

部 ノモノニ類 シ著 明 ノ網 工 トナツテ顯ハル ト雖モ腺

底 ニ至ル ニ從 ヒソノ崩壞 現象旺盛 トナリ從 ツテ細胞

體 内ニ多數 ノ粗大 ナル絲状物及 ビ微細 粒子 ヲ認ム,

殊 ニ腺底 ノモ ノニハ完 全ナル網 ヲ形成 ス ル モ ノア

リ,大 部ハ小顆粒 ニ崩壞 シソノ多數ハ細胞 ノ腺腔 ニ

近キ部ニ散 亂セルヲ見 ル.

腹壁細胞 内 ニハ全 ク本裝置 ヲ認 ムル能ハズ.

4) 「ム スカ リン」水 溶 液50ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ胃 底腺 細胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ胃小窩 ノ深部 ニア

ル少 數 ノ細胞 ニ於テ ノ ミ之ヲ認 ム.吻 合 セル極 メテ

纎 細ナル小絲 ヨ リナ リ不規則 ノ狹眼 ヲ有 スル極 メテ

簡單ナル小網 ヲ形 成 シ核 ノ上方 ニ横在セル ヲ見ル,

然 レ ドモ他 ノ細胞 ニ於 テハ裝置 ハ極 ク微細ナル少數

ノ粒 子 トナ リテ存 在スルニ過 ギズ シテ殊 ニ淺在性 ノ
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細胞 ニハ全 ク之 ヲ缺 ケ リ.

主細胞　腺頸部 ノ主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ ソノ發

育甚減幽微ニシテ多 ク ノ細胞 ニハ 全 ク之 ヲ證明 セ

ズ,少 數 ノ細胞 ニテハ吻 合セル小絲 ヨリナ リ2, 3ノ

不規則ナル網 眼ヲ有 スル小網 ヲ形成 シ核 ノ直上ニ存

在セ リ.

腺體部 ノ主細胞ノGolgi氏 裝 置ハ甚ダ シク發育 ヲ

阻 止サ レ,只 ダ僅 數 ノ細胞 ニ於テ ノ ミ,簡 單 ナル小

網 トシテ核 ノ上方 ニ之 ヲ見 ルモ多 クノ細胞 ニテハ.

短 桿状物或ハ顆粒 ニ崩壞 シテ細胞體 内ニ散 亂セ リ.

覆壁細 胞ハ透明 ニ シテ 全 クGolgi氏 裝 置 ヲ示 サ

ズ.

第2節　 硫酸「ア トロピ ン」注射試 驗

前節 ノ實驗 ト同樣 ニ注射量 ヲ種 々ニ加 減セ リ.

1) 硫 酸 「ア トロ ピ ン」液5ccラ 注 射 セ シモ ノノ 胃粘 膜 細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ一般 ニ發育不良 ニ

シテ吻 合セル少數 ノ絲 ヨ リナ リ不規則 ナル狹眼 ヲ有

スル小網 ヲ形成 シ核 ヨ リ上方ニ於テ之 ニ近 ク横在 セ

ルヲ見 ル.而 シテ崩壞現象 ヲ認 ムル能 ハザ ルノ ミナ

ラズ,崩 壞産 物タル粒 子 ヲモ證 明セズ.但 此 ノ小網

ハ胃小窩 ノ深部 ノ細胞 ニ於テ ノ ミ存在 スルモ ノニシ

テ淺在部 ノ細胞 ニ於テハ全 ク本裝 置ヲ證明 スル能ハ

ズ.

主細胞　主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ極 メテ微細 ナル

小絲 ノ吻合 ヨ リナ リ不規則 ナル狹眼 ヲ有 スル小網 工

ヲ形成 シ或 ハ時 ニ小絲毬状物 トナ リテ核 ヨリ上方 ニ

存在 セ リ,而 モ ソノ大 サ一般 ニ小 ナ リ.而 シテ腺體

初 部ノ細胞 ニ於テ最 モ著明 ニ出現 セルモ腺頸部及 ビ

腺底部 ノモノハ極 メテ幽微 ナ リ,殊 ニ最深部 ノ主細

胞 ニ於テハ裝置ハ網 工ヲ形成 セズ,多 クハ多數 ノ顆

粒 トナ リテ核 ト細胞上縁 トノ間 ニ散亂 セルノ ミ.

被 覆 細 胞 ニ ハGolgi氏 裝 置 ヲ證 明 セ ズ.

2) 硫 酸 「ア トロ ピ ン」液10ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ 胃底 腺Golgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ多 クハ小絲 若シク

ハ小桿乃至小顆粒 ヨリナ レ ドモ時ニ小 絲 ノ吻 合 ニヨ

リテ小網 ヲ形成 シ核 ノ上方 ニ存在 スル モノア リ,但

淺在部 ノ細胞 内ニハ全 ク裝置 ヲ證明セズ.

主細胞　一般 ニ腺頸部 ニアル主細 胞 ノGolgi氏 裝

置ハ著 シク幽微 ニ シテ小絲状又ハ桿状 ヲ呈 シ腺頸 ノ

及 ビ腺體初 部 ノモ ノハ吻 合セル纎細 ナル小絲 ヨ リナ

リ不規 則 ノ狹眼 ヲ有 スル小網 ヲ形成 セ リ,而 モ深部

ニ至 ルニ從ヒ發育ハ漸次幽微 トナ リ腺底部 ノモノハ

前節 ト全 然同一 所見 ヲ呈 セリ.

被 覆細 胞内 ニ於テハ全 ク本裝置 ヲ證明 セズ.

3) 硫 酸 「ア トロ ピ ン」液20ccヲ 注 射 セ シモ ノ ノ 胃底 腺Golgi氏 裝 置 ノ所 見

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置ハ胃小窩 ノ深部 ニ於

テノミ稍々完全 ナル狹眼 ノ小網 トナ リテ核 ヨ リ上 方

ニ於テ核 ニ接在 ス レドモ淺部 ノ細胞 内ニハ全 ク之 ヲ

證明セズ.

主細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ腺 頸部及 ビ腺體初 部 ニテ

ハ僅 數 ノ細胞 ニ於テ極 ク不完全 ナル幽微 ノ網 トナ ツ

テ核 ヨ リ上方 ニ存在 スル コ トアルモ腺底部 ノ主細胞

ニハ全 ク之 ヲ證明セザル カ或ハ極 ク少數 ノ纎細 ナル

小絲 トナ ツテ現存 スル ニ過 ギズ シテ吻 合纒絡 シテ網

工 ヲ形成 セル モノヲ見 ズ.
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第5章　 實 驗(B)

前實驗 ニ於テハ「ムスカ リン」及 ビ「ア トロピ ン」注

射量 ノ多寡 ニヨル胃底腺細胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ變 化

ヲ檢 セ シモ,更 ニ之等藥劑 ノ注射後經過 時間 ニ從テ,

該裝 置ガ如 何ナル變化 ヲ示 スヤヲ檢セ ントシテ本實

驗 ヲ施行 セ リ.

第1節　 「ムスカ リン」注射試驗

1) 先 ヅ0.01%ノ 「ム ス カ リ ン」水 溶 液 ヲ家 兎 ノ體 重1kgニ ツキ10ccノ

割 ニ皮 下 ニ注 射 シタル 後10分 間 ヲ經 過 シタ ル モ ノノ所 見

胃 圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ,核 ヨ リ上方 ニ

ア リテ時 ニ帽子状 ヲ呈 セ リ.而 シテ粗大 ナル短 絲 ヨ

リナ リ互 ニ吻合 シテ數箇 ノ不規 則 ナル小眼 ヲ有 スル

小網 ヲ形成 シ,ソ ノ一部 ハ崩壞 シテ多數 ノ小顆粒 ト

ナ リ更 ニ益 々微細粒子 ニ崩壞 シツツ腺腔 内ニ出 テ終

ニ消失 スルニ至 ル,時 ニ核 ヨ リ下 方ニ於 テモ固有 ノ

裝置 ヨ リ分離 セル數箇 ノ粒 子ヲ證明 スル コトア リ而

モ此 ノ部 ニ於テハ吻合絲 ヨ リナ レル網 工ヲ見 ルコ ト

ナ シ.

圓柱上皮 細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ胃小窩 ノ深部 ニ至

ルニ從ヒ著明 ニ出現 シ,淺 在部 ノモ ノハ僅 カ ニ,細

胞 上縁 ニ近 ク少 數 ノ極 ク微細 ナル小顆粒 物 トナ リテ

存 在 ス ル ニ過 ギズ.

主細 胞　腺 頸部 ニアル主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ核

ヨ リ上方 ニ存在 シ吻 合セル小絲 ヨリナ リ簡單 ノ扁平

ナル小網 ヲ形成 ス レドモ,屡 々裝 置 ノ一部ハ崩壞 シ

テ顆粒状 乃至小桿状物 トナ レル ヲ見 ル.

腺 底 ニ至 ル ニ從 ヒ,裝 置 ハ 漸 次增 大 シ,小 絲 ノ吻

合 ハ益 々複 雜 トナ リ多 數 ノ不規 則 ナ ル小 眼 ヲ有 スル

稍 々著 明 ノ網 ヲ形 成 ス ル モ ソノ一 部 ハ盛 ニ崩 壞 セル

ヲ認 ム.時 ニ核 ノ中央 部 ノ高 サ 迄 小顆 粒 ヲ認 ムル コ

トア レ ドモ,核 ヨ リ下 方 ニハ,至 ク之 ヲ證 明 スル能

ハ ズ.

被 覆細 胞ニハ全 ク裝置 ヲ認 メズ

2) 注 射 後30分 ニ於 テ ハ

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ一般 ニ發育良 好 ト

ナ リ胃小窩 ノ深部 ニテハ,多 數 ノ吻 合セル小絲 ヨ リ

ナ リ小絲 毬 ヲ形成 シ,核 ヨリ上方ニ於テ帽子状 ニ存

在 セルヲ見 ル.而 シテ ソノ一部ハ崩壞 シ多數 ノ小顆

粒 トナ リ細胞 上縁 ニ向 ツテ散亂 シ,漸 次腺 腔内 ニ出

デ消失 スル ヲ見 ル,時 ニ核 ヨ リ下方ニ於テモ少 數 ノ

絲状物 ノ吻合 ヨリナ レル小綱 ヲ見 ル コ トア レ ドモ,

此 ノ部 ニ於 ケル裝 置ハ多 クハ少 數 ノ小顆粒 ヨ リナ レ

リ.

主細胞　 主細 胞 ノGolgi氏 裝 置ハ發育甚 ダ良 好ニ

シテ腺 全體 ニ亙 ツテ著明 ニ出現 シ,多 數 ノ小絲ハ複

雜 ナル吻合 ヲ營 ミ不規 則ナル多數 ノ小眼ヲ有スル絲

毬 ヲ形成 シ,核 ト腺腔 トノ間 ノ全部 ニ亙テ存在セ リ,

核 ヨ リ下方 ニ於テハ全 ク之ヲ認 メズ.此 裝置ハ殊 ニ

腺 頸部 ニ著明 ニ出現 シ,腺 底 ニ於テモ著明ニ之 ヲ認

ムルコ トア レ ドモ此 ノ部 ニ於テハ屡 々崩壞 シテ多數

ノ小粒子 トナレル ヲ見 ル,

彼覆細 胞内 ニハ全 ク裝置 ヲ證明スル能ハズ.

3) 注射後1時 間ヲ經過 シタルモノノ胃底腺細胞 ノGolgi氏 裝置ノ所見

前記30分 後 ノモ ノニ類似 ス レ ドモ,ソ ノ發育度 ハ稍 々良好 ナ リ.
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4) 注射後2時 間ニ於テハ

圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ著 シク發育 シソノ

小絲 ハ互 ニ吻合 シテ大ナ ル絲 毬 ヲ形成 シ核 ヨリ上方

ニ帽子状 ヲナ シテ存在 シ,核 ト細胞上縁 トノ間 ヲ充

シ時ニ核 ノ中央部 ノ高サ マデ達セ ルヲ見ル.ソ ノ他

細胞上縁 ニ近キ部 ニハ多數 ノ小顆粒 ヲ認 メ又核 ヨリ

下方ニ於テモ時 ニ小綱 ヲ見 ル.

但一般 ニ裝置ハ胃小窩 ノ深部 ノ細胞 ニ於テ最 モ著

明ニ發育 シ,淺 在部 ノ細胞 ニ於 テハ殆 ド之 ヲ證明 セ

ズ.

主細胞　腺 頸部 ニ於 ケルGolgi氏 裝 置ハ比較的單

簡 ナル小網 トナ リテ顯ハ レ或 ハ小絲 ヨ リナルヲ見 レ

ドモ腺 體部 ニ於テハ裝置ハ最 モ著明 ニ發育 シ,粗 大

ナル絲 状物ハ互 ニ吻合 シ多數 ノ不規則ナ ル狹眼 ヲ有

スル網 ヲ形成 シ或 ハ大 ナル絲毬 トナ リ核 ト細胞 上縁

トノ間 ヲ充滿セ ルヲ見 ル.而 シテ腺腔 ニ近 キ部分 ニ

ハ崩壞 シテ生 ジタル多數 ノ裝置粒子 ヲ認 ム.

5) 注射後6時 間ニ於 テハ

胃圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置 ノ發育ハ著 シク抑

制セラ レ殊 ニ淺淺在部 ノ細胞 ニ於テ ハ全 ク之 ヲ證明

セズ.深 部ノモノ ト雖 モ,僅 カニ少數 ノ小桿 乃至小

絲ヨリナ リ核 ヨ リ上方 ニ之ヲ見 ル ノ ミ,

主細胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ發育 モダ不良 ニ シテ腺頸

部 ノ細胞 ニハ全 ク之 ヲ認 メズ.深 部 ノ細胞 ニテハ裝

置 ハ核 ヨ リ上方 ニ於テ少數 ノ顆粒.小 桿,或 ハ絲状

物 トナ リテ存在 セ リ而 モ完全 ナル網 工ヲ形成 スルモ

ノナシ.

被覆細胞 内ニハ全 ク裝置 ヲ證明 セズ.

6) 注 射 後6時 間 ノ モ ノ ニ於 テ ハ.

胃圓柱上皮細胞及 ビ主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ前記4時 間 目ノモ ノ ト殆 ド差異 ナキヲ見 ル.

第2節　 硫酸「ア トロピン」注射試驗

1) 硫酸 「ア トロピン」注射後10分 間 ノ胃粘膜 圓

柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置ハ小絲 ノ吻 合 ヨ リナル不

規則狹眼 ノ密網 トナ リ或 ハ屡 々小絲毬 トナ ツテ現ハ

レ核 ヨリ上方ニ存在セ リ.而 シテ其一 部ハ崩壞 シ多

數ノ小顆粒 トナ リ細胞上縁 ニ向 ツテ散 亂 シ遂ニ腺腔

内ニ出テ消失 スルヲ見 ル.但 裝置ハ主 ニ胃小窩 ノ中

央部以下 ノ高サニ於テ著明 ニ出現 シ,表 在細胞 ニハ

全ク之ヲ證明セザ ルカ或ハ僅 カニ細胞上縁 ニ近在 セ

ル少數 ノ小顆粒 トナ ツテ現ハルル ニ過ギズ.

主細胞　腺 頸部 ノ主細胞 ノGolgi氏 裝置 ハ發育不

良 ニシテ,多 クノ細胞 内ニハ之 ヲ證明セズ.只 ダ少

數 ノモ ノニ於テ小顆粒状 ノ裝 置 ヲ認ムル ノ ミ.絲 状

ノ裝置ハ之 ヲ見 ルコ ト極 メテ稀ナ リ.

腺體部 ノ主細胞 ノGolgi氏 裝置ハ比較的發育良 好

ニシテ ソノ大 サ殆 ド正常 ニ近 ク,小 絲 ノ吻 合ヨ リナ

ル不規則 ノ網眼 ヲ有 スル網 工ヲ形成 セ リ.而 モ腺底

ニ至 ル トキハ裝置ハ一般 ニ稍 々幽微 トナ リ或ハ短 小

絲 ノ吻 合ヨ リナル不規則廣眼 ノ簡單 ナル網 工ヲ形 成

シ或 ハ屡 々小顆粒又 ハ小絲 ニ崩壞 セルヲ見 ル.

裝 置 ノ位置 ハ一般 ニ核 ヨ リ上方 ニ於 テ之 ニ接 在 ス

レドモ,腺 底 ノ細胞 ニテハ稀ニ核 ヨリ下方ニ於テ少

數 ノ小顆粒状粒子 トナ ツテ顯 ハルル コ トア リ.

被 覆細胞 ニハ裝置 ヲ證明セズ.

2) 硫 酸 「ア トロピン」 射後30分 間 ノ胃粘膜諸

細 胞 ノGolgi氏 裝置 ハソ ノ發育甚ダ シク阻害 セラ レ

テ著 シク幽微 トナ リ,圓 柱上皮細 胞 ニテハ殊 ニ ソノ

淺在部 ノモ ノニハ全 ク之 ヲ證明 セズ.深 部 ノモ ノニ

於テ ハ時 ニ短絲 ノ吻 合ニヨル小網 トナ ツテ現 ハルル
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コ トア レ ドモ多 ク ハ多 數 ノ小 穎粒 トナ リテ 核 ヨ リ上

方 ニ存 在 セ リ.

主細 胞　腺 頸部 ノ主細 胞 ノGolgi氏 裝置 ハ總 テ小

桿状物 ヨ リナ リ.小 絲状 ノモ ノハ之ヲ見 ズ.且 多 ク

ノ細胞 ニハ全 ク之 ヲ證明 セズ.

腺頸 部 ノ主細胞 ノGolgi氏 裝 置ハ前實 驗 ノモ ノニ

比 シ甚 ダ小ナ レ ドモ,尚 ホ少數 ノ小絲 ノ吻 合 ニヨ リ

テ不規 則ナ ル狹眼 ヲ有 スル小網 ヲ形成 セ リ.而 モ腺

底部 ニ至 レバ裝置 ハ多 クハ完全 ナル網 ヲ形成 セズ シ

テ只 ソノ崩壞産 物 タル少數 ノ粒子 ヲ核 ヨリ上 方ニ認

ムル ノ ミ.

被覆細胞 ニハ全 ク裝置 ヲ證明セズ.

3) 硫酸「ア トロピ ン」注 射後1時 間 ノモ ノニ於テ

ハ裝置 ハ前實驗 ト同樣 ニ幽微 トナ リ圓柱 上皮 細胞 ニ

於テハ只深 部 ノモ ルニ小顆粒又 ハ小絲 トシテ之ヲ認

ム ル ニ過 ギ ズ.

主細胞　 腺頸 部及ビ腺基底部 ニ於テハ多 クハ全ク

裝 置 ヲ證 明 シ得 ザ レドモ,腺 體部 ニ於テハ,殆 ド前

實 驗 ト同樣 ニ網状 ノ裝置 ヲ認 ム.

被 覆細胞 ニハ全 ク裝置 ヲ認 メズ.

4) 硫酸「ア トロピン」注射2時 間以後6時 間迄ヲ

經過 シタル モノニテハ胃 圓柱 上皮細胞 ノGolgi氏 裝

置ハ一層幽微 トナ リ.多 クノ細胞 ニハ全 ク之 ヲ認 メ

ザ ルカ或 ハ小穎粒状物 トシテ點在スルニ過ギズ シテ

完 全ナル網 工ハ殆 ド之 ヲ認ムル能 ハズ.

主 細胞　 腺 頸部及 ビ腺底 ノ主 細胞 ニハ多 クハ

Golgi氏 裝置 ヲ認 メザ レ ドモ 腺體部 ノ主細胞 ニハ核

ヨリ上方 ニ小絲 ノ吻 合ニヨ リテナ レル極 メテ幽微ナ

ル網 ヲ認 ム.

第6章　 總括竝ニ考察

家 兎 ノ皮 下 ニ 「ム ス カ リン」液 ヲ注 射 スル トキハ

胃圓柱上皮細胞ノGolgi氏 裝置ハ藥液(0.01%)注 射量家兎體重1kg宛20cc以 下竝 ニ注射後

2時 間迄ハ注射量及 ビ經過時間ニ比例 シ ソノ發育甚ダ佳良 トナル.即 チ裝置ハ多數 ル吻合セル

小 絲状物 ヨリナ リ不規則ナル狹眼ヲ有 スル密網 ヲ形成 シ或ハ屡々小絲毬状物 トナツテ顯ハル.

其位置ハ核 ヨリ上方ニアリテ帽子状 ヲナシ之ニ接在スルヲ常 トス ト雖モ時ニ核 ヨリ下方ニ於テ

モ之ヲ認 ムルコ トアリ.而 シテ裝置ノ上端部ハ盛 ニ崩壞 シテ小顆粒 トナ リ腺腔内 ニ出デ消失

ス.然 ルニ注射後2時 間ヲ經過スルカ又ハ注射量ガ家兎體重1kgニ ツキ50ccニ 達スル トキハ

裝置ノ發育ハ著 シク幽微 トナ リ遂ニ小顆粒状物 トナ リテ腺腔内ニ出 デ消失スルヲ見ル.但 一般

ニ胃圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置ハ胃小窩 ノ深部 ニ於テ著明 ニ出現ス.

主細胞 ニ於テモ藥液注射量20cc竝 ニ注射後2時 間迄ハ裝置ル發育良好ニ シテ小 絲ノ吻合ニ

ヨリテナ レル網工 トナツテ顯 ハレ藥液量竝ニ注射後ノ時間ニ比例 シ.漸 次核 ト細胞上縁 トノ間

ヲ充滿スルニ至ル,而 モ同時ニ盛ナル崩壞現象 ヲ示 セルヲ見ル.但 裝置ハ腺頸部ニ於テハ一般

ニ發育弱 ク腺體部 ニ於 テ最 モ著明 ナ リ,然 ル ニ注射後4時 間以後 ニ至ルカ又ハ0.5g(液 量

50cc)ノ 注射ヲナストキハ裝置ハ著 シク幽微 トナ リ其全部小桿状又ハ小顆粒状物 ニ變ズルヲ見

ル.

被覆細胞 ニハ全ク裝置ヲ證明スル能ハズ.

家 兎 ノ皮 下 ニ硫 酸「ア トロ ビン」液 ヲ注 射 スル トキハ
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注射量ノ增加及 ビ注射後 ノ時間(但2時 間迄ノ觀察)ニ 比例 シ胃粘膜諸細胞ノGolgi氏 裝置

ハ漸次幽微 トナルヲ見ル.

即チ胃圓柱上皮細胞 ノGolgi氏 裝置ハ0.01%「 ア トロピン」液5ccノ 注射又 ハ注射後10分

ニ於テハ核 ヨリ上方ニ横在 セル小網 ヨリナルモ注射量 ヲ增スカ或 ハ時間ヲ經過 スルニ從 ヒ小顆

粒状物ニ崩壞 シ消失スルニ至ル.殊 ニ胃小窩ノ淺在部ノ細胞 ニテハ裝置最モ幽微 ニシテ全ク之

ヲ證明セザルヲ常 トス.

主細胞ノGolgi氏 裝 置モソノ微量ノ注射又ハ注射後短時間ニ於テハ,稍 々正常 ニ近キ發育ヲ

ナセルモ注射量ノ增加若 クハ時間ノ經過 ニ從 ヒ幽微 トナ リ遂 ニハ全ク小顆粒状物 ニ分解 シテ消

失スルニ至ル.殊 ニ腺頸部 ニ於テハ此状最モ著明ニシテ且早期ニ出現スルモノ トス.

上記ノ如キ胃粘膜細胞 ノGolgi氏 裝置ノ變化ヲ來 ス理由ヲ考察 スルニ 「ムスカリン」ハ迷走

神經ヲ刺戟 シテ胃蠕動ノ強盛及 ビ胃液分泌 ノ增加等一般ニ細胞機能 ノ亢進ヲ來スベキニヨリ,

本劑ノ注射量ノ增加ニ從 ヒ細胞機能モ漸次旺盛 トナ リGolgi氏 裝置ノ發育ヲ促 シ其一部ハ盛ニ

崩壞 シテ分泌物 トナ リ腺腔内ニ流出スルモノ トス.而 モ注射量ヲ一定度以上ニ增加スル トキハ

細胞機能ノ極度ニ亢奮スル結果,遂 ニ細胞ハ疲勞ニ陷 リ,一 時分泌機能ノ停止スベキハ想像ニ

難カラザル所ナリ.又 少量 ノ注射 ニヨリテモ注射後長時間細胞ノ機能亢進 セル トキハ多量ノ分

泌物ノ泌別サルル後ニ於テ細胞ハ一定ノ休憇時ヲ要スベク.從 ツヲ此際,本 裝置ノ消失乃至減

數ヲ來 スモノナラ ン.

之ニ反 シ「アトロピン」ハ迷走神經ニ對 シテ麻痺的ニ作用 シテ,胃 蠕動及 ビ胃液分泌等細胞機

能ヲ減衰セシムルガ故ニ此際Golgi氏 裝 置ノ出現ハ幽微 トナ レルモノナルベシ.

以上ノ見解 ヨリ推考スレバ胃粘膜細胞 ノGolgi氏 裝置ハ細胞機能遂行ニ當 リ自動的ニ作用 ス

ルモノナルベ シ.

被覆細胞ハGolgi氏 裝置ヲ認 メズ.是 レ嘗テ白坂氏ノ證明 セシガ如ク該細胞 ガ鹽酸ヲ含有ス

ルニ由ルモノナ リ.

第7章　 結 論

0.01%ノ 「ム ス カ リ ン」液 注 射 後20分 ヲ經 過 セル場 合 ニ ハ

1) 注射量20cc迄 ハ注射量ノ增加スルニ從 ヒ胃粘膜圓柱上皮細胞ノGolgi氏 裝置ハ發育

益々佳良 トナリ,小 絲 ノ吻合ニヨリテ不規則ノ網眼ヲ有 スル著明ノ網工ヲ形成 シ
,核 ヨリ上方

ニ帽子状 ヲナシテ存在 セルヲ見ル.此 状ハ殊 ニ胃小窩ノ深部ノ細胞ニ於テ最 モ著明ナリ.

2) 主細胞　本細胞ノGolgi氏 裝置モ注射量20cc迄 ハ注射量 ノ增加 ニ從ツテ一般 ニ發育良

好 トナリ大ナル絲状物ノ吻合ニヨリ密網ヲ形成 シ,遂 ニ核 ト細胞上縁 トノ間 ヲ充滿 スルニ至

ル.

然 レ ドモ「ム ス カ リ ン」液50ccヲ 注 射 スル トキ ハGolgi氏 裝 置 ノ發 育 ハ著 シ ク 阻 止 セ ラ レ裝

119



658　 井 上 留 雄

置ハ小顆粒 ニ崩壞 スルヲ見ル.

又同液20cc注 射後2時 間迄 ハ裝置ノ發育ハ漸次佳良 トナ レドモ4時 間以後 ニ至 レバ小顆粒

ニ崩壞 シ著 シク幽微 トナル.

硫酸「アトロピン」液注射 ノ場合 ニハ

注射量 ノ增加ニ從 ヒ,胃 粘膜圓柱 上皮細胞ノGolgi氏 裝置ハ,漸 次幽微 トナリソノ小絲ハ小

顆 粒ニ崩壞 シ遂 ニ全ク消失スルニ至ル.

主細 胞 ノGolgi氏 裝 置 モ「ア トロ ピン」ニテ一 般 ニ幽 微 トナ リ崩壞 シ,漸 次 消 失 スル ニ至 ル,

又 注 射 後 ノ經 過 時 間 ノ長 キ ニ從 ヒGolgi氏 裝 置 ハ益 々幽 微 トナ ル ヲ見 ル.「 ム スカ リン」及 ビ

硫 酸 「ア トロ ピ ン」ニ對 スル 主細 胞 ノGolgi氏 裝 置 ノ抵 抗 力 ハ,腺 頸 部 ノモ ノ ニ於 テ最 小 ニ シテ

腺 體 初 部 ノ モ ノ ニ於 テ最 大 ナ リ.

終 リニ臨 ミ恩師上坂敎 授 ノ御懇篤 ナル御指導 ト御校閲 ニ對 シ深甚 ナル謝 意ヲ表 ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1. 0.01%ノ 「ム ス カ リ ン」液10cc注 射 後20分

ヲ經 過 セ シ家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏 裝 置.

Fig. 2. 0.01%ノ 「ム ス カ リン」水 溶液20cc注 射 後

20分 ヲ經 過 セ シ家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏 裝 置.

Fig. 3. 0.01%ノ 「ム ス カ リ ン」水 溶 液50cc注 射 後

20分 ヲ經 過 セ シ家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGblgi氏 裝 置.

Fig. 4. 0.01%ノ 硫 酸 「ア トロ ピ ン」水 溶 液10cc注

射 後20分 ヲ 經 過 セ シ 家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏

裝 置.

Fig. 5. 0.01%ノ 硫 酸 「ア ト ロ ピ ン」水 溶 液20cc注

射 後20分 ヲ經 過 セ シ 家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏

裝 置.

Fig. 6. 0.01%「 ムス カ リ ン」水 溶 液10ccヲ 注 射 シ

30分 ヲ經過 セ シ家兎胃粘膜 細胞 ノGolgi氏 裝置.

Fig. 7. 0.01%「 ム ス カ リン」水 溶液10ccヲ 注 射 シ2

時 間 ヲ經 過 セ シ家兎 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏 裝 置.

Fig. 8. 0.01%「 ム ス ヤ リ ン」水 溶 液10ccヲ 注 射 シ6

時 間 ヲ經 過 セ シ家 兎 胃 粘膜 細胞 ノGolgi氏 裝 置.

Fig. 9. 0.01%「 ア ト ロピ ン」水 溶 液10ccヲ 注 射 シ

30分 ヲ經 過 セ シ家 兎 胃 粘 膜 細 胞 ノGolgi氏 裝 置.

Fig. 10. 0.01%硫 酸「ア トロピ ン」水 溶 液10ccヲ 注

射 シ2時 間 ヲ經 過 セ シ家兎 胃 粘 液 細 胞 ノGolgi氏

裝 置.

Fig. 11. 0.01%硫 酸 「ア トロ ピ ン」水溶 液10ccヲ 注

射 シ6時 間 ヲ經 過 セ シ 家 兎 胃 粘膜 細 胞 ノGolgi氏

裝 置.
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